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ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」

上野天神祭

ほこ

今月の納税

●納期限　12月25日 （月）

固定資産税（３期）

国民健康保険税（６期）

今月の表紙は、上野天神

祭の様子【詳しくは２～５
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上
野
天
神
祭

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
「
山
・
鉾ほ
こ

・
屋
台
行
事
」

４年ぶり通常規模で開催

鎮西八郎為朝
鬼行列の最後尾を飾る源為朝。強弓の名手で

他に並ぶ者がいないほど武勇に優れた武者と

言われました。鬼ヶ島に住む鬼の頭領を成敗

し凱
がい

旋
せん

したという故事にちなみ、弓矢を片手

に威風堂々と練り歩きます。

ひょろつき鬼
釣鐘や笈

おい

、大斧を背負いながら道いっぱいにひょ

ろつき、子どもを泣かせて大人を笑わせます。泣

かされた子どもは元気に育ち、触ってもらうと疳
かん

の虫が治るという言い伝えがあります。

今年の一番くじを引いた

上野小玉町のだんじり

「小
こ

簑
みの

山
やま

」

　10月 20日㈮・21日㈯・22日㈰の３日間、伊賀地区最大規模の秋祭り「上野天神祭」が開催されました。

400年余りの歴史をもち、伊賀上野城下町で受け継がれてきた祭礼は「上野天神祭のダンジリ行事」として

ユネスコ無形文化遺産、国指定重要無形民俗文化財に指定されています。

コロナ禍で縮小開催が続いていましたが、今年は４年ぶりの通常規模での開催となり、百数十体の鬼行列と

華やかなだんじりが巡行し、祭りの活気とたくさんの見物客でにぎわいを見せました。

鬼行列・だんじり巡行 ４年ぶり通常規模で開催

鬼行列
悪疫退散と五穀豊穣

じょう

を祈念する鬼行列。「鬼町」と呼ば

れる４つの町で伝承し、「役
えんの

行
ぎょう

者
じゃ

列」「鎮
ちん

西
ぜい

八
はち

郎
ろう

為
ため

朝
とも

列」

の２つの行列で編成されます。使用される能面などは江

戸時代初期から後期の作が多く、古いものでは桃山時代

の面もあり、県や市の文化財に指定されています。

だんじり
９つの町の印と絢

けん

爛
らん

豪華なだんじりが優雅なお囃
はや

子
し

を奏

でながら巡行。全部で９基あるだんじりの巡行順はくじ

取り式で決められます。

▲鬼行列の先頭を飾る、高さ約 6ｍ、重さ約 120㎏

の大
おお

御
ご

幣
へい

。５人の男衆で担ぎ、町筋を祓
はら

い清めなが

ら巡行します。

悪鬼
悪という字には「強い」という意味が

込められています。狩衣をまとい静か

な所作ですが、顔は完全に鬼となり蛇

体と化した真蛇の形相。

役行者
高虎公が大峰山に眼病平癒

ゆ

祈願を行い、この

返礼として能面「阿
あ

古
こ

父
ぶ

尉
じょう

」を寄進されたと

伝えられています。町衆はこの能面を被り大

峰山峰入りの姿を再現したとされます。
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上野天神祭のダンジリ

笑顔がつなぐ

行事を未来へ

四百年の歴史
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障
害
者
週
間
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

社
会
参
加
を
推
進
し
、
障
が
い
に
対
す
る

理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
の
週
間
で

す
。
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
は
、

ま
わ
り
の
人
の
理
解
と
認
識
が
あ
っ
て
こ

そ
実
現
し
ま
す
。
誰
も
が
心
地
よ
く
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
は
そ
う
し
た

一
歩
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
、
す
べ
て
の
人
が
お
互

い
の
人
格
や
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
と
も

に
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
め

ざ
す
法
律
で
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に

対
す
る
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
が
禁

止
さ
れ
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
今
回
の
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　

営
利
・
非
営
利
、
個
人
・
法
人
を
問
わ

ず
民
間
事
業
者
に
よ
る
「
合
理
的
配
慮
の

提
供
」
が
、「
努
力
義
務
」
か
ら
「
義
務
」

に
な
り
ま
す
。

◆
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
と
は
？

　

正
当
な
理
由
な
く
、
障
が
い
が
あ
る
と

い
う
理
由
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供

を
拒
否
し
た
り
、
提
供
に
あ
た
っ
て
条
件

を
付
け
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

（
例
）○

受
付
の
対
応
を
拒
否
す
る　

○
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
入
居
を
断
る

○
本
人
を
無
視
し
て
付
き
添
い
の
人

だ
け
に
話
し
か
け
る　
　
　

な
ど

◆
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
は
？

　

障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
、
生
活
の
中
で

支
障
と
な
る
事
柄
を
取
り
除
く
た
め
の
配

慮
を
求
め
ら
れ
た
と
き
に
、
負
担
に
な
り

過
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と
で
す
。

（
例
）○

段
差
が
あ
る
場
合
、
車
椅
子
利
用

者
の
補
助
を
す
る

○
筆
談
、
読
み
上
げ
、
手
話
な
ど
、

意
思
疎
通
の
配
慮
を
行
う　

○
飲
食
店
な
ど
で
、
車
椅
子
の
人
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
机
や
椅
子

の
配
置
の
一
部
を
変
更
す
る

○
職
場
に
お
い
て
障
が
い
の
特
性
に

応
じ
て
休
憩
時
間
の
調
整
な
ど
を

行
う　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

◆
伊
賀
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
本
庁
舎
１
階
）

　

☎
26
・
７
７
２
５　

℻  
24
・
７
５
１
１
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a
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u
g
a
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@
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市
が
設
置
し
て
い
る
相
談
窓
口
で
、
障

害
者
手
帳
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
障

が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
か
ら
の
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
困
り
ご
と
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
伊
賀
市
障
が
い
者
相
談
員

　

市
の
委
嘱
で
活
動
し
て
い
る
相
談
員
で

す
。
自
身
の
経
験
を
も
と
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
身
体
障
が
い
者
相
談
員
】

　

赤
井　

聖
功
（
阿
保
）

　

浜
口　

恵
美
子
（
緑
ケ
丘
本
町
）

　

増
永　

秀
美
（
島
ヶ
原
）

【
知
的
障
が
い
者
相
談
員
】

　

船
見　

泰
子
（
緑
ケ
丘
本
町
）

　

稲
森　

あ
け
み
（
蓮
池
）

す
べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

12
月
３
日
〜
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す

【
問
い
合
わ
せ
】　

障
が
い
福
祉
課

　

☎
22
・
９
６
５
７　

℻  
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・
９
６
６
２

　

sh
o

u
g
a
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a
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令
和
６
年
４
月

　

改
正
障
害
者
差
別
解
消
法
が

　

施
行
さ
れ
ま
す

障
が
い
者
福
祉
に
関
す
る

相
談
窓
口

　

合
理
的
配
慮
は
、

相
手
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
る
ち
ょ
っ
と

し
た
心
づ
か
い
か
ら

生
ま
れ
ま
す
。
必
要

と
し
て
い
る
配
慮
は

そ
の
人
の
障
が
い
特

性
や
そ
の
場
の
状
況

な
ど
で
常
に
変
化
す

る
た
め
、
対
話
を
通

じ
て
調
整
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

市
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ

の
家
族
が
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
共
通

の
問
題
の
解
決
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

伊
賀
市
障
害
者
福
祉
連
盟
事
務
局

　
（
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

☎
33
・
０
０
６
４　

℻  
21
・
８
１
２
３

　

d
a
n
ta
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h
a
n
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u
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伊
賀
市
障
害
者
福
祉
連
盟
の

加
入
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

トピックス

◆
12
月
１
日
は「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」

　

エ
イ
ズ
の
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・

感
染
者
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
の
解

消
を
目
的
に
、
毎
年
12
月
１
日
を
中

心
に
エ
イ
ズ
に
関
す
る
啓
発
活
動
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
１
階
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
で
パ
ネ
ル
展
示
を
実
施

し
ま
す
。

◆
エ
イ
ズ
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

　

エ
イ
ズ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染
す
る
こ
と
で

免
疫
力
が
極
端
に
低
下
し
、
感
染
症

な
ど
に
か
か
り
や
す
く
な
っ
た
り
す

る
病
気
で
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
、
か
つ
指
標
と

な
る
23
疾
患
の
う
ち
１
つ
以
上
が
発

症
し
た
時
点
で
エ
イ
ズ
と
診
断
さ
れ

ま
す
。

　

現
在
は
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
薬
が
あ

り
、
き
ち
ん
と
服
薬
す
る
こ
と
で
エ

イ
ズ
発
症
を
予
防
で
き
ま
す
。ま
た
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
・
エ
イ
ズ
は
、
感
染

経
路
を
正
し
く
理
解
し
て
正
し
い
知

識
で
対
処
し
て
い
け
ば
十
分
予
防
で

き
る
病
気
で
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
経
路
は
主
に
「
性

的
接
触
」「
血
液
感
染
」「
母
子
感
染
」

の
３
つ
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
感
染
力
は

弱
く
、
性
行
為
以
外
の
社
会
生
活
の

な
か
で
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
つ
り
革
・
手
す
り
、

ト
イ
レ
の
便
座
、
プ
ー
ル
・
お
風
呂
、

握
手
、
せ
き
・
く
し
ゃ
み
で
は
感
染

し
ま
せ
ん
。

　
◆
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
を知

っ
て
ま
す
か
？

　

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
・
エ
イ
ズ
患
者
へ
の
理
解
と
支
援

の
意
思
を
表
す
シ
ン
ボ
ル
で
す
。

　

あ
な
た
が
エ
イ
ズ
に
関
し
て
偏
見

を
持
っ
て
い
な
い
、
エ
イ
ズ
と
共
に

生
き
る
人
々
を
差
別
し
な
い
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　

エ
イ
ズ
を
克
服
す
る
た
め
に
レ
ッ

ド
リ
ボ
ン
を
知
り
、
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ

イ
ズ
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

「
エ
イ
ズ
」
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う

【問い合わせ】　健康推進課　☎  22-9653　℻  22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

　

香
害
と
は
、
合
成
洗
剤
・
柔
軟

剤
・
芳
香
剤
な
ど
、
身
近
に
あ
る
人

工
的
な
香
り
に
含
ま
れ
る
化
学
物
質

に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
被
害

が
生
じ
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の

香
害
が
原
因
で
、
化
学
物
質
過
敏
症

が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
仕
組
み
）

は
、
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
が
あ

る
も
の
の
、
あ
る
程
度
の
量
の
化
学

物
質
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、
そ
れ
以
降

は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
化
学
物
質
に

も
過
敏
に
反
応
す
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
症
例
が
多
く
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

化
学
物
質
過
敏
症
は
現
在
も
あ
ま

り
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
周
り
か
ら
理
解
さ
れ
に
く
く
、

日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
心

身
と
も
に
深
刻
な
症
状
に
悩
ま
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
、
柔
軟
剤

や
整
髪
料
な
ど
の
人
工
的
な
香
り
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
原
因

で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
周
り
に
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
化
学
物
質
過
敏

症
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
主
な
症
状

　

頭
痛
、
動ど

う

悸き

、
吐
き
気
、
全
身
倦け

ん

怠た
い

感
、
ぜ
ん
そ
く
、
皮
膚
炎
な
ど
、

症
状
は
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
現
れ
ま
す
。

◆
原
因
物
質

（例）

香
害
・
化
学
物
質
過
敏
症
を
ご
存
じ
で
す
か

【問い合わせ】　○障がい福祉課　☎ 22-9657　℻  22-9662　 shougai@city.iga.lg.jp

　　　　　　　○健康推進課　☎ 22-9653　℻  22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

柔軟剤・洗剤

シャンプー 香　水
香　料

整髪料

化粧品

防虫剤

塗　料

消臭剤
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伊賀流 未来応援の術伊賀流 未来応援の術こどもファースト！こどもファースト！

【問い合わせ】　多文化共生課　☎  22-9702　℻  22-9641　 tabunka@city.iga.lg.jp

　外国人住民の皆さんが安心して子育てできるよう、赤ちゃん訪問や乳幼児健診では多文化共生相談員が通

訳をしています。多言語で困りごと・心配ごとの相談にのり、必要な支援が受けられるよう担当

窓口につないでいます。

　また、関係機関と協力して外国につながる子どもたちのさまざまな学習支援を行っています。

外国につながる子どもたちの夢を育む事業・多言語相談

　１月１日から 12 月 31 日までに納付した国民年金

保険料は、所得税と住民税の申告の際、全額が社会保

険料控除の対象となります。

　この控除を受けるためには、納付したことを証明す

る書類の添付が必要です。年末調整や確定申告の際に

は必ずこの証明書または領収書を添付してください。

　社会保険料（国民年金保険料）控除証明書は、

e-Tax で利用できる電子版もあります。マイナポータ

ルから「ねんきんネット」にログインし、電子送付希

望の登録をすると、マイナポータルの「お知らせ」で

受け取ることができます。（この登録をすると郵送が

されなくなります。）

　日本年金機構ホームページには、電子版

の利用方法についての動画があります。

◆社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の送付時期

①１月１日から 10 月２日までの間に国民年金保険料

を納付した人には、10 月下旬～ 11 月上旬に日本

年金機構から順次送付されています。

②①のうち、「ねんきんネット」で事前に電子送付希

望の登録をした人には、10 月中旬～下旬にかけて、

順次電子送付されています。

③ 10 月３日から 12 月 31 日までの間に、国民年金

保険料を納付した人（①を除く。）には、令和６年

２月上旬に日本年金機構から送付予定です。

④③のうち、「ねんきんネット」で事前に電子送付希

望の登録をした人には、令和６年１月下旬から順次

電子送付されます。

　なお、家族の国民年金保険料を納付した場合も、納

付した本人の社会保険料控除に加えることができます

ので、家族宛てに送られた控除証明書を添付の上、確

定申告をしてください。

※社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について

は、ねんきん加入者ダイヤル（☎  0570-003-004）

にお問い合わせください。

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が発行されます

【問い合わせ】　○保険年金課　☎ 22-9659　℻  26-0151　 hoken@city.iga.lg.jp

　　　　　　　○津年金事務所　国民年金課　☎ 059-228-9112

夏季・冬季セミナー おしゃべりサロン 親子でひらがな

学習支援教室「ささゆり」 漢字学習教室 進路ガイダンス

健康のためにこの機会に接種しましょう

予防接種を受け忘れていませんか？
【問い合わせ】　健康推進課　☎ 22-9653　℻   22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

高齢者子ども

○対象年齢以外は自費となります。

○必ず医療機関で予約をしてから接種してください。

市内医療機関に予診票を設置しています。市外（県

内）で接種する人は予診票をお渡ししますのでご連

絡ください。

＊キャッチアップ接種　子宮頸がんワクチンは国の方

針により、令和４年度から積極的勧奨を再開していま

す。積極的勧奨の差し控えにより接種機会を逃してい

た人に対して、公平な接種機会確保のため、従来の定

期接種の対象を超えて接種を行っています。

予防接種名 回　数 対象年齢

ロタウイルス ２～３回
１価 ( ロタリックス )：生後６～ 24 週
５価 ( ロタテック )：生後６～ 32 週
※１回目の接種は、生後14 週６日までに行うことが推奨されています。

ヒブ １～４回 生後２カ月～５歳未満
※ヒブと肺炎球菌は 5 歳未満の人に罹

り

患することが多い病気です。肺炎球菌 １～４回

Ｂ型肝炎 ３回 １歳未満

四種混合
（ジフテリア・百日咳・破傷風・
ポリオ）

４回
生後２カ月～７歳６カ月未満
※すでに三種混合ワクチン（４回）と、生ポリオワクチン（２回）また

は不活化ポリオワクチン（４回）を接種している人は接種不要です。

ＢＣＧ １回 １歳未満

麻しん・風しん混合（ＭＲ）
１回

１期：１～２歳未満
※麻しんと風しんの単体ワクチンを１回ずつ接種している場合もあります。

１回 ２期：平成 29 年４月２日～平成 30 年４月１日生まれ（年長児）

水痘（水ぼうそう） ２回 １～３歳未満　※水ぼうそうにかかったことのある人は接種不要です。

日本脳炎 ４回 １期（３回）：３～７歳６カ月未満　２期（１回）：９～ 13 歳未満

二種混合（ＤＴ） １回 11 ～ 13 歳未満

子宮頸
けい

がん ２～３回
○小学６年生～高校１年生相当（16 歳）の女子
○平成９年４月２日～平成 19 年４月１日生まれの女子で過去に子宮頸

がんワクチンの接種を合計３回受けていない人（キャッチアップ接種＊）

【接種期限】　３月 31 日㈰

【対象者】　次の①または②に当てはまる人のうち、過

去に肺炎球菌の接種を 1 回も受けたことのない人

①今年度 65 歳になる人（昭和 33 年４月２日～昭和

34 年４月１日生まれの人）

②接種時点で 60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓も

しくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスに

よる免疫の機能障がいで身体障害者手帳１級を持っ

ている人

【接種回数】　１回

【接種費用】

　3,000 円（生活保護を受給している人は無料）

【接種場所】　県内の指定医療機関

※市外・県外で接種する場合はお問い合わせください。

【接種方法】　直接医療機関に予約し、接種当日は必ず

案内はがきを持参してください。

【対象年齢の人以外への助成について】

　今年度に 70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・

100 歳になる人で、過去に肺炎球菌ワクチンを１回

も接種していない人（任意接種・実費を含む。）は、

接種費用の一部助成を受けることができます。

※対象年齢の人以外への助成（経過措置）は令和６年

3 月 31 日で終了し、それ以降は 65 歳の人のみ対

象となる予定です。

高齢者肺炎球菌ワクチン

子どもの定期予防接種

トピックス
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年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

市
の
施
設
は
一
部
を
除
き
、
12
月
29
日
㈮
か
ら
１
月
３
日
㈬
ま
で
閉
庁
し
ま
す
。

■
伊
賀
市
応
急
診
療
所

【
所
在
地
】

　

上
之
庄
１
７
０
０
―
１

【
診
療
科
目
】

　

一
般
診
療
・
小
児
科

【
診
療
時
間
】

◆
12
月
29
日
㈮

　

午
後
８
時
〜
11
時

◆
12
月
30
日
㈯
〜
１
月
３
日
㈬

○
午
前
９
時
〜
正
午

○
午
後
２
時
〜
５
時

○
午
後
８
時
〜
11
時

※
受
付
時
間
は
、
診
療
終
了
時
刻
30
分
前

ま
で
で
す
。

※
点
滴
・
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・
血
液
検
査

な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
各
種
感
染
症
検
査（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
）
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

※
発
熱
や
か
ぜ
症
状
の
あ
る
人
は
事
前
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

※
健
康
保
険
証
・
各
種
受
給
者
証
・
お
薬

手
帳
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

伊
賀
市
応
急
診
療
所

　

☎
22
・
９
９
９
０

■
二
次
救
急
実
施
病
院

【
診
療
時
間
】

　

午
前
8
時
45
分
〜
翌
日
午
前
8
時
45
分

※
岡
波
総
合
病
院
は
午
前
９
時
〜
翌
日
午

前
８
時
45
分

◆
12
月
29
日
㈮

　

上
野
総
合
市
民
病
院

◆
12
月
30
日
㈯

　

上
野
総
合
市
民
病
院

◆
12
月
31
日
㈰

　

岡
波
総
合
病
院
・
名
張
市
立
病
院

◆
１
月
１
日
（
月
・
祝
）

　

岡
波
総
合
病
院

◆
１
月
２
日
㈫

　

名
張
市
立
病
院

◆
１
月
３
日
㈬

　

岡
波
総
合
病
院

【
問
い
合
わ
せ
】　

医
療
福
祉
政
策
課

　

☎
22
・
９
７
０
５　

℻  
22
・
９
６
７
３

■
伊
賀
市
救
急
・
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

　

医
師
、
看
護
師
な
ど
が
24
時
間
年
中
無

休
で
、
病
気
や
け
が
な
ど
で
救
急
車
を
呼

ぶ
か
迷
っ
て
い
る
と
き
の
相
談
を
は
じ

め
、
心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
、
救
急

医
療
や
応
急
処
置
な
ど
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

※
通
話
料
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　

☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

■
歯
科
診
療

【
診
療
時
間
】

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◆
12
月
30
日
㈯

　

小
倉
歯
科
医
院

　
（
中
友
田
７
８
０
―
７
）

　

☎
43
・
１
０
２
２

◆
12
月
31
日
㈰

　

木
治
歯
科
医
院

　
（
比
土
３
２
１
３
―
１
）

　

☎
36
・
１
２
５
５

◆
１
月
２
日
㈫

　

せ
が
わ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
（
東
条
７
５
―
１
）

　

☎
24
・
４
０
１
１

◆
１
月
３
日
㈬

　

青
山
歯
科
診
療
所

　
（
阿
保
４
２
―
１
）

　

☎
52
・
０
０
５
９

※
事
前
に
電
話
で
確
認
し
、
健
康
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
月
１
日
（
月
・
祝
）
は
診
療
を
行
い
ま
せ

ん
の
で
、救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
９
・
２
２
９
・
１
１
９
９
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
阿
波
診
療
所

　

12
月
29
日
㈮
〜
1
月
３
日
㈬

　

⇩
休
診

【
問
い
合
わ
せ
】　

保
険
年
金
課

　

☎
22
・
９
６
５
９　

℻  
26
・
０
１
５
１

■
上
野
図
書
館
・
各
図
書
室

　

12
月
28
日
㈭
〜
1
月
４
日
㈭

　

⇩
休
館

※
島
ヶ
原
図
書
室

　

12
月
29
日
㈮
〜
1
月
4
日
㈭

　

⇩
休
館

　

い
が
ま
ち
図
書
室

　

12
月
29
日
㈮
〜
1
月
３
日
㈬

　

⇩
休
館

【
問
い
合
わ
せ
】

○
上
野
図
書
館

　

☎
21
・
６
８
６
８　

℻  
21
・
８
９
９
９

○
各
図
書
室

トピックス

■
住
民
票
の
写
し
・

印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

　

12
月
29
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈬

　

⇩
休
止

【
問
い
合
わ
せ
】　

住
民
課

　

☎
22
・
９
６
４
５　

℻  
22
・
９
６
４
３

■
市
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・

　
行
政
バ
ス
の
運
行

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
に
ん
ま
る
」

　

12
月
29
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈬

　

⇩
通
常
ダ
イ
ヤ
で
運
行

○
比
自
岐
コ
ス
モ
ス
号

○
い
が
ま
ち
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
島
ヶ
原
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

　

（
島
ヶ
原
ぐ
る
り
号
）

○
阿
山
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

○
大
山
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
巡
回
車

　

（
ど
ん
ぐ
り
号
）

　

12
月
29
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈬

　

⇩
運
休

○
青
山
行
政
バ
ス

　

12
月
29
日
㈮
・
30
日
㈯

　

⇩
土
曜
ダ
イ
ヤ
で
運
行

　

12
月
31
日
㈰
〜
１
月
３
日
㈬

　

⇩
運
休

【
問
い
合
わ
せ
】

○
交
通
政
策
課

　

☎
22
・
９
６
６
３　

℻  
22
・
９
６
９
４

○
三
重
交
通
㈱

　

☎
66
・
３
７
１
５

■
資
源
・
ご
み
の
持
ち
込
み

　

年
末
年
始
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
持
ち
込
み
し

て
く
だ
さ
い
。
処
理
施
設
へ
直
接
持
ち
込

む
場
合
は
、
必
ず
分
別
し
て
時
間
内
に
搬

入
し
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
軍
手
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
年
末
年
始
の
ご
み
収
集
日
は
、
伊
賀
北

部
地
区
は
「
資
源
・
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」、
伊
賀
南
部
地
区
は
「
ご
み
収

集
日
程
表
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
地
域
美
化
活
動
に
伴
う
減

免
申
請
は
、
事
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。

▼
伊
賀
北
部
地
区
（
上
野
・
伊
賀
・　
　

　

島
ヶ
原
・
阿
山
・
大
山
田
）

○
可
燃
ご
み
、
硬
プ
ラ
・
革
製
品
類
、
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
び
ん
類
、
金

属
類
、
埋
立
ご
み
、
紙
・
布
類
、
粗
大

ご
み　

な
ど

【
受
付
日
】

　

年
末
：
12
月
30
日
㈯
ま
で　

　

年
始
：
1
月
4
日
㈭
か
ら　

※
12
月
の
休
日
開
場
日
は
３
日
㈰
・
23
日

㈯
・
30
日
㈯
で
す
。

【
受
付
時
間
】

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

【
手
数
料
】　

50
㎏
以
下
５
０
０
円

※
50
㎏
を
超
え
る
場
合
は
、
50
㎏
ご
と
に

５
０
０
円
を
加
算

【
持
込
先
】

　

さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

○
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
土
、
瓦
、
ブ
ロ
ッ
ク
、

レ
ン
ガ
、
タ
イ
ル　

な
ど

【
受
付
日
】

　

年
末
：
12
月
28
日
㈭
ま
で

　

年
始
：
1
月
４
日
㈭
か
ら

【
受
付
時
間
】

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

【
手
数
料
】

　

搬
入
車
両
の
最
大
積
載
量
に
１
０
０
㎏

あ
た
り
５
０
０
円
を
乗
じ
た
額

※
１
０
０
㎏
未
満
は
１
０
０
㎏
と
し
ま
す
。

※
搬
入
車
両
は
2
ｔ
車
以
下
に
限
り
ま
す
。

【
持
込
先
】

　

不
燃
物
処
理
場

【
問
い
合
わ
せ
】

○
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
20
・
９
２
７
２　

℻  
20
・
２
５
７
５

▼
伊
賀
南
部
地
区　

（
青
山
）

○
燃
や
す
ご
み
、
燃
や
さ
な
い
ご
み
、
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
資
源
（
び
ん

類
、
缶
類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
古
紙
・

古
布
な
ど
）、
粗
大
ご
み　

な
ど

【
受
付
日
】

　

年
末
：
12
月
28
日
㈭
ま
で

　

年
始
：
1
月
４
日
㈭
か
ら

※
12
月
の
休
日
開
場
日
は
17
日
㈰
で
す
。

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

【
手
数
料
】

　

10
㎏
ご
と
に
１
２
０
円

※
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
資
源
は
無

料
で
す
。

【
持
込
先
】　

　

伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

○
伊
賀
南
部
環
境
衛
生
組
合

　

☎
53
・
１
１
２
０

○
青
山
支
所

　

☎
52
・
１
１
１
２　

℻  
52
・
２
１
７
４
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　気温がマイナス４度以下になると水道管の中の水が

凍るといわれています。毎年 12 月から２月にかけて、

水道管の凍結や破損事故などが多く起こっていますの

で、水道管の凍結防止対策をお願いします。長期間留

守にする場合は、止水栓を閉めるなどの対応をおすす

めします。

◆防寒材を取り付けましょう

　むき出しになっている水道管や蛇口に、保温材・古

い毛布・布きれなどを巻きつけ、その上からビニール

テープなどを巻いて保護してください。

◆水道管が凍って水が出ないとき

　凍ったと思われる水道管の露出した部分に、タオル

などをかぶせ、その上からゆっくりとぬるま湯をかけ

てください。急に熱湯をかけると、水道管や蛇口が破

損することがありますので注意してください。

◆水道管や蛇口が破損したとき

　量水器（メーター）のそばにある止水栓を止めてく

ださい。止水栓がわからなかったり、止められないと

きは、破損した部分に布やテープなどを巻きつけて応

急処置をし、伊賀市指定給水装置工事事業者へ修理を

依頼してください。

※量水器より内線（宅内）側で、破損（漏水）により

発生した水道の料金は本人負担となります。

※伊賀市指定給水装置工事事業者につい

て、詳しくは「伊賀市くらしのガイドブック」

または市ホームページをご覧ください。

水道管の冬支度をしましょう

　無許可の廃品回収業者に関するトラブルが全国的に

増えています。市の許可や委託を受けていない回収業

者が家庭ごみを収集し、処理することはできません。

　無許可業者を利用すると次のような問題が発生する

ことがあります。

○回収された廃家電製品や粗大ごみなどが、山林に不

法投棄される。

○「無料」と言いながら、トラックに積み込んだ後に

「これは無料対象品目ではない」「型が古いのでリサ

イクルできない」など、さまざまな理由をつけて高

額な請求をされる。

○環境対策をしないで解体処理することで、フロンガ

ス、鉛などの有害物質が放出される。

○家電製品は電池やプラスチックを含むため、発光・

延焼の危険性があり、不適正な管理による火災発生

の原因になる。

　このようなトラブルに巻き込まれないためにも、不

要になった家電４品目（エアコン、テレビ、冷蔵庫・

冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機）の処分は、家電リサイ

クル法に基づいて家電販売店や指定引き取り場所へ持

ち込むなど適正な処分をしてください。

　また、家電４品目以外の廃家電や粗大ごみは「資源・

ごみ分別ガイドブック」や「伊賀市ごみ分別アプリ」

を確認いただき、ごみの減量化と適切な分別にご協力

ください。

無許可の廃品回収業者にご注意ください

【問い合わせ】　○廃棄物対策課　☎  20-1050　℻  20-2575　 haikibutsu@city.iga.lg.jp

○ごみの分別について　さくらリサイクルセンター　☎ 20-9272　℻  20-2575　 sakura@city.iga.lg.jp

【問い合わせ】

○水道の給水申し込み・漏水・水道メーターの取り替えなど　上下水道部水道工務課　☎  24-0002　℻  24-0006

○検針・開閉栓・料金など　水道お客様センター　☎  24-0013　℻  24-0007

無許可の廃棄物回収業者には、以下のような例があります

○町中を大音量で巡回 ○空き地で回収 ○チラシを配布 ○インターネットで広告

粗大ゴ
ミ

無料回
収

粗大ゴミ

無料回収

アイフォーン版伊賀市ごみ分別アプリ アンドロイド版

　

令
和
４
年
中
の
市
内
の
救
急
出
動
件
数

は
５
４
９
４
件
で
、
過
去
最
多
と
な
っ
て

い
ま
す
。
救
急
出
動
件
数
の
増
加
は
、
超

高
齢
化
社
会
の
中
、
こ
れ
か
ら
も
し
ば
ら

く
の
間
、
増
加
し
続
け
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
出
動
で
き
る
救
急
車
の

数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
月
別
に
救
急
出
動
件
数
を
み
て

み
る
と
、
夏
季
と
冬
季
は
出
動
件
数
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
冬
は
家
の
中

に
い
て
も
温
度
差
が
生
じ
や
す
く
、
事
故

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
冬
や
お
正

月
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
を
知
っ
て
、
予

防
救
急
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　

 

○
餅
を
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
る
こ
と
に
よ
る

窒
息
事
故

○
忘
年
会
や
新
年
会
で
の
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒

○
積
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
る
転
倒

○
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
（
急
な
温
度
変
化
に

よ
り
血
圧
や
脈
拍
が
急
激
に
変
動
す
る

現
象
）

○
暗
く
な
る
時
間
も
早
く
な
り
増
加
す
る

交
通
事
故　

な
ど

　

救
急
車
を
呼
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ

う
な
病
気
や
け
が
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
日
頃
か
ら
気
を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
を

知
り
、
意
識
し
て
行
動
す
る
こ
と
が
「
予

防
救
急
」
で
す
。
万
が
一
の
時
に
、
正
し

い
応
急
手
当
が
で
き
る
こ
と
も
予
防
救
急

の
一
つ
で
す
。

幅
広
い
応
急
手
当
に
つ
い
て
学
べ
る
応
急

手
当
ウ
ェ
ブ
講
習
（
総
務
省
消
防
庁
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
限
ら

ず
、
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
感
染
症
が
流
行
し
や
す
い
季
節
で

す
。
手
洗
い
・
手
指
の
消
毒
・
う
が
い
・

必
要
に
応
じ
た
マ
ス
ク
の
着
用
・
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
・
人
混
み
を
さ
け
て
の
行
動
な
ど
、

感
染
予
防
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
や
す
く
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
こ
ま
め
な
換
気

を
行
う
と
と
も
に
、
消
し
忘
れ
な
ど
火
の

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
近
く
に
置

い
て
あ
る
も
の
に
燃
え
移
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

冬
の
事
故
や
け
が
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

予
防
救
急
で
年
末
年
始
を
笑
顔
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
】

　

伊
賀
消
防
署
管
理
課

　

☎
24
・
９
１
２
０　

℻  
24
・
９
１
１
１　

ka
n
ri-fd

@
city.ig

a
.lg

.jp

◆
増
え
続
け
る
救
急
出
動

◆
冬
や
お
正
月
に起

こ
り
や
す
い
事
故

◆
今
年
の
冬
も
感
染
予
防
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う

◆
年
末
年
始
を
よ
り
安
全
・

安
心
に
過
ご
す
た
め
に

出動件数（件）
6,000

5,250

4,500

3,750

3,000
令和２年 令和３年 令和４年

5,494

4,3804,305

いざという時のため

日頃から身につけて

おきましょう

月別出動件数（件）

250

308

365

423

480

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

■令和２～４年平均
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◆
伊
賀
市
高
齢
者
輝
き
プ
ラ
ン

（
第
７
次
高
齢
者
福
祉
計
画
・

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
）
中
間
案

　

市
で
は
、
高
齢
者
が

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い

暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
の
中
間
案
に
対

す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
介
護
高
齢
福
祉
課（
本
庁
舎
１
階
）

○
各
支
所

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
募
集
期
間
】

　

12
月
23
日
㈯
〜
１
月
15
日
㈪　
　

　

午
後
５
時　

※
必
着

※
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
か

ら
も
提
出
で
き
ま
す
。

【
提
出
先
】　

介
護
高
齢
福
祉
課

◆
第
２
次
伊
賀
市
自
殺
対
策
行
動
計

画
（
中
間
案
）

　

市
で
は
、
す
べ
て
の

市
民
が
か
け
が
え
な
い

個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
社
会
、「
誰

も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な

い
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
度
か
ら
の
次
期
行
動
計
画
の
策
定

に
向
け
た
中
間
案
に
対
す
る
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

○
健
康
推
進
課

　
（
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀
４
階
）

○
医
療
福
祉
政
策
課（
本
庁
舎
２
階
）

○
各
支
所

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー　

○
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
募
集
期
間
】

　

12
月
４
日
㈪
〜
１
月
４
日
㈭　
　

　

午
後
５
時　

※
必
着

※
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
か

ら
も
提
出
で
き
ま
す
。

【
提
出
先
】　

健
康
推
進
課

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
ご
意
見
）
募
集【問い合わせ】　○介護高齢福祉課　　☎ 26-3939　℻  26-3950　 kaigo@city.iga.lg.jp

　　　　　　　○健康推進課　☎ 22-9653　℻  22-9666　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

【
提
出
方
法
】　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
件
名
・
該
当
箇
所
と
そ
れ
に

対
す
る
意
見
内
容
を
明
記
の
上
、
提
出
先
ま
で

※
持
参
の
場
合
は
各
支
所
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
個
別
の
回
答
は
行
わ
ず
、
検
討
資
料
と

し
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

◆
力
を
合
わ
せ
て
た
す
き
を
繋
ご
う

　

第
64
回
目
と
な
る
伊
賀
地
区
駅
伝

競
走
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
選
手
の

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
と　

き
】　

１
月
28
日
㈰

○
開
会
式
：
午
前
８
時
30
分
〜

（
監
督
・
１
区
選
手
・
１
区
付
添

い
の
み
）

○
ス
タ
ー
ト
：
午
前
10
時

○
閉
会
式
：
午
後
０
時
30
分
〜

　
（
監
督
・
全
選
手
）

※
午
後
０
時
５
分
〜
お
楽
し
み
抽
選
会

【
コ
ー
ス
】

　

ゆ
め
が
丘
地
内
周
回
コ
ー
ス

【
区　

間
】

　

全
部
共
通　

５
区
間　

15
・
１
㎞

【
部　

門
】

○
男
子
の
部

○
女
子
の
部

○
オ
ー
プ
ン
の
部

【
申
込
期
限
】

　

12
月
８
日
㈮　

午
後
５
時

※
コ
ー
ス
周
辺
の
交
通
規
制
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
が
決
ま

り
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
コ
ー
ス
周
辺
道
路
に
は
駐
車
し
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
64
回
伊
賀
地
区
駅
伝
競
走
大
会
開
催

【申込先・問い合わせ】　伊賀地区駅伝競走大会実行委員会（スポーツ振興課内）

　　　　　　　　　　　☎  22-9635　℻  22-9694　 sports@city.iga.lg.jp

１区 2.8km

２区 3.4km

３区 3.7km

４区 3.4km

５区 1.8km

合計 15.1km

男女共通

コース図

スタート・ゴール

中継点

伊賀市教職員住宅前

伊賀森林組合

伊賀市上下水道部

　

応
募
総
数
１
万
３
７
６
０
点
の
人

権
作
品
の
中
か
ら
、
市
長
賞
・
優
秀

賞
・
佳
作
・
入
選
作
品
を
決
定
し
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
市
長
賞
を
受
賞

し
た
皆
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

◆
作
文

○
小
学
生
の
部

　
「
本
当
の
自
分
が
出
せ
る
よ
う
に
」

　

上
野
東
小
学
校
６
年　

谷
本　

怜
愛

○
中
学
生
の
部

　
「
３
年
間
の
歩
み
」

　

大
山
田
中
学
校
３
年　

橋
田　

咲
良

◆
標
語

○
小
学
生
の
部

　
「
自
分
の
『
個
性
』
は
宝
物
」

　

壬
生
野
小
学
校
４
年　

夛
田　

誠
矢

○
中
学
生
の
部

　
「『
誰
か
が
生
き
や
す
い
』
よ
り

　
『
誰
も
が
生
き
や
す
い
』
を
」

　

城
東
中
学
校
２
年　

井
上　

詠
多

○
一
般
の
部

　
「
そ
の
書
き
込
み 

だ
れ
か
の
心
に 

一
生
の
傷
」

　

服
部　

ひ
と
み

◆
ポ
ス
タ
ー

○
小
学
校
低
学
年
の
部

○
小
学
校
高
学
年
の
部

○
中
学
生
の
部

２
０
２
３
年
度　

人
権
作
品
市
長
賞

【問い合わせ】　人権政策課　☎  22-9683　℻  22-9641　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

阿山中学校３年

西川　光希

壬生野小学校６年

黒野　花音 府中小学校３年

紫雲　太雅

環
境
保
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
選
考
結
果

【問い合わせ】　生活環境課　☎ 22-9624　℻  22-9641　 kankyou@city.iga.lg.jp

　

市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
環
境

保
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
た
と

こ
ろ
１
４
４
点
の
応
募
が
あ
り
、
選

考
の
結
果
、
各
賞
に
選
ば
れ
た
人
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
市
長
賞

◆
教
育
長
賞

◆
環
境
保
全
市
民
会
議
賞

◆
優
秀
賞

　

大
山
田
中
学
校
１
年　

稲
田
智
奈
美

　

大
山
田
中
学
校
１
年　

中
森　

悠

　

城
東
中
学
校
３
年　

葛
原　

萌
衣

　

成
和
西
小
学
校
４
年　

北
村
は
づ
き

　

阿
山
小
学
校
６
年　

今
井　

月
香

　

成
和
西
小
学
校
５
年　

勝
島　

帆
香

※
入
賞
作
品
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

【問い合わせ】　生活環境課　☎ 22-9624　℻  22-9641　 kankyou@city.iga.lg.jp

城東中学校３年

竹森　真子

中瀬小学校２年

西野　華子

緑ヶ丘中学校３年

濱田　大暉

成和西小学校５年

中島　海
城東中学校１年

西口　葉音

成和東小学校３年

池澤　奈花

トピックス
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情報交流ひろば

となりまち　いが· こうか · かめやま

甲賀市甲賀市甲賀市

　滋賀県産の約９割を生
産するお茶のまち甲賀市
で、御朱印めぐりならぬ

「御煎印めぐり」が始ま
りました。御煎印は購入
時にお茶ペーストで購入
日を入れるため、お茶の
ほのかな香りも楽しめま
す。そして、市内６カ所
のお茶屋の御煎印をすべ
て集めると信楽焼の湯呑
みをプレゼントします。
　ぜひこの機会に、楽しみながら甲賀市の自慢の
お茶をご堪能ください。

【料　金】　500 円（御煎印と一煎茶のセット）
【と　き】　５月 31 日㈮まで

【問い合わせ】

　土山ハイウェイサービス㈱
　☎ 0748-66-1660

お茶のまち甲賀市で

「御煎印」を集めよう！！

亀山市亀山市亀山市

亀山市歴史博物館 第 41 回企画展

「きらめく亀
かめ

山
やま

刀
とう

剣
けん

鐔
つば

」

　亀山市内には、伊
勢亀山藩の武士が
使っていたとみられ
る刀など多くの刀剣
類が伝わっていま
す。また、刀装具の
一つである鐔には、珍しい装飾技法を用いた「亀
山鐔」があります。亀山ゆかりの刀剣類や刀装具
とその歴史をご覧いただける機会です。ぜひご来
館ください。

【と　き】　12 月 10 日㈰まで

【ところ】　亀山市歴史博物館企画展示室

　　　　　（亀山市若山町 7-30）
【開館時間】　午前９時～午後５時
（入館は午後４時 30 分まで）　※毎週火曜日休館
【展示観覧料】　無料　※常設展示室は観覧料が必要
【アクセス】　JR 亀山駅から徒歩約 20 分、
　名阪国道「亀山 IC」から車で約 10 分

【問い合わせ】　亀山市歴史博物館
　☎ 0595-83-3000対象店舗など詳しくはこちら

▲

公共交通機関を利用しましょう

　市では、10 ～ 12 月を「公共交通機関利用促進期間」

とし、公共交通機関の利用を呼び掛けています。「いま、

乗ろう！」「公共交通機関に乗るのは誰のため？」をテー

マに、その必要性や今後を考える機会にしていただければ

と思います。

　これに合わせ、伊賀鉄道市部駅・丸山駅・比土駅のパー

ク＆ライド駐車場に加え、利用促進期間中は市営佐那具駅

駐車場も無料でご利用いただけます。

　また伊賀鉄道では、12 月の４日と 19 日を「四
し

十
じゅ

九
く

駅

の日」とし、この２日間は無印良品イオンタウン伊賀上野

と市役所で配布する「利用券」を使うと、当日ご乗車１回

限り四十九駅から片道無料でご利用いただけます。

　公共交通機関の利用は公共交通の維持存続に加え、

CO2 削減や健康増進にも大きな効果があります。公共交

通を未来に残すため、使ってみませんか？いま利用するこ

とが「いつか必要になる自分のため」につながります。

【問い合わせ】　交通政策課

　☎  22-9663　℻  22-9694

伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）

定住自立圏ニュース
伊賀市 笠置町 南山城村 山添村

【問い合わせ】　総合政策課

　☎ 22-9620　℻   22-9672
　 sougouseisaku@city.iga.lg.jp

　８月 21 日㈪、ゆめテクノ伊賀で「令和５年度第１

回伊賀・山城南・東大和定住自立圏共生ビジョン懇談

会」を開催しました。伊賀・山城南・東大和定住自立

圏では、「共生ビジョン」に基づき事業に取り組んで

おり、共生ビジョン懇談会を４市町村の関係者の意見

を幅広く聴く場としています。

　会議では昨年度の主な取組状況や今後の取り組みに

ついて協議しました。

◆昨年度の主な取組状況

○関西 SDGs プラットフォームへの入会

　本圏域の取り組みを関西方面に向け発信するこ

と、SDGs 推進を通して多様な主体との連携・関係

づくりを進めることをめざし、「関西 SDGs プラッ

トフォーム」に入会しました。

○企業版伊賀市ふるさと納税の寄附募集

　国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェク

トに対して企業が寄附を行った場合に、税制上の優

遇措置が受けられる仕組みを活用し、寄附募集事業

として定住自立圏で取り組む事業を選定しました。

○高校進学エリアの拡大

　令和５年３月に笠置町、南山城村を所管する相楽

東部広域連合教育委員会と三重県教育委員会が覚書

を締結しました。これにより定住自立圏内での高校

進学エリアが拡大することとなりました。

◆今後の取り組み

○関西 SDGs プラットフォームの活用

○定住自立圏ロゴマークの更なる活用と定住自立圏の

後援事業の推進

共生ビジョン懇談会

　９月 26 日㈫、伊賀市役所で「第７回伊賀・山城南・

東大和定住自立圏推進協議会」を開催しました。伊賀

市長をはじめ、笠置町長、南山城村長、山添村長らが

出席し、昨年度の主な取り組みについて協議したほか、

圏域内でのさらなる連携に向けての今後の課題などに

ついて意見交換が行われました。

山添村長南山城村長笠置町長伊賀市長

推進協議会
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１月の子育てコーナー
赤ちゃんの健診と相談

健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

１歳６カ月児健診 16 日㈫ 13：00 ～ 14：30 伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ

月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児）

11 日㈭
13：00 ～ 14：30 伊賀市保健センター

（ハイトピア伊賀４階）25 日㈭

乳幼児相談

15 日㈪

9：30 ～ 11：00

いがまち保健福祉センター 育児相談・栄養相談
※母子健康手帳をご持参ください。
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 地域包括支援センター
 東部サテライト　☎ 45-1016 
 南部サテライト　☎ 52-2715 

17 日㈬ 青山子育て支援センター

19 日㈮
伊賀市保健センター

（ハイトピア伊賀４階）30 日㈫
9：30 ～ 11：00

13：30 ～ 14：30

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

●あやま子育て支援センター　☎ 43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00 ～ 17：00

元気っ子ひろば 未就学児（満１歳～） 12 日㈮ 10：00 ～ ふれあい遊び（定員 12 組）※予約受付：12/22 ㈮　9：00 ～

みんなあつまれ！ 未就学児 16 日㈫ 10：00 ～ 絵本を楽しもう（定員８組）※予約受付：12/26 ㈫　9：00 ～

ぴよっこエプロン
未就学児

（満１歳６カ月～）
19 日㈮ 10：00 ～

おかいものごっこ（定員 10 組）
※予約受付：1/5 ㈮　9：00 ～

●島ヶ原子育て支援センター　☎ 59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

わくわくひろば
未就学児と

保護者
30 日㈫ 10：00 ～

筆文字手形アート（定員 10 組）　材料費：500 円
※予約受付：1/16 ㈫　9：00 ～ 1/23 ㈫

●子育て包括支援センター　☎ 22-9665　開放日：月～金曜日、第 3 土曜日　9：00 ～ 17：00　第 4 日曜日　9：00 ～ 12：00

土曜ふれあい広場 未就学児 ６日㈯ 10：00 ～ 親子ふれあいあそび　※予約不要

はいはい・たっち ７～ 11 カ月 19 日㈮ 10：00 ～
赤ちゃん体操（定員 10 組）
※予約受付：1/12 ㈮　9：00 ～

公開講座 未就学児 21 日㈰ 11：00 ～

人形劇・歌遊び（定員 80 人）　場所：ハイトピア伊賀
※予約受付：1/7 ㈰　9：00 ～

　　　　　　　　　　　申込フォーム

キラキラぷち
2022 年４～

2023 年１月生まれ
24 日㈬ 10：00 ～

からだ育て体操（定員 10 組）
※予約受付：1/17 ㈬　9：00 ～

ぴよぴよ Baby ２～６カ月 26 日㈮ 10：00 ～ 音楽会（定員 10 組）※予約受付：1/19 ㈮　9：00 ～

歯医者さんの親子相談会 未就学児の親子 28 日㈰ 10：00 ～（定員８組）※予約受付中

●いがまち子育て支援センター　☎ 45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児
12 日㈮・19 日㈮・
26 日㈮・29 日㈪

9：00 ～

赤ちゃんひろばミルキィ
2023.1.1 以降

満３カ月～
17 日㈬ 10：30 ～

離乳食講座（定員 15 組）
※予約受付：1/4 ㈭　9：00 ～

おはなしひろば“わくわく” 未就学児 18 日㈭ 10：30 ～ 絵本読み聞かせ （定員 10 組）※予約受付：1/4 ㈭　9：00 ～

託児付き「女性のための検診日」
　市が行っている集団がん検診では、女性のための検診日を設けていま

す。ウェブで予約できるほか、検診会場では託児ができるため、子ども

連れでも気軽に安心して受診できます。

　この日は大腸がん・子宮がん・乳がんの検診日で、子どもたちはお母

さんの検診が終わるまでのびのびと遊んでいる様子でした。

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎ 22-9665　　開放日：第 2 日曜日　9：00 ～ 14：00

子育て相談・からだそだて事業 未就学児と家族 14 日㈰ 10：00 ～
10：00 ～ 11：30　コマを作って遊ぼうの巻
12：00 ～ 14：00　相談の巻

●青山子育て支援センター　☎ 53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00 ～ 17：00

おはなし会 未就学児 10 日㈬ 10：30 ～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
０～１歳児 11 日㈭

10：30 ～ ふれあい遊びとおはなし
２歳～ 18 日㈭

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kosodate@city.iga.lg.jp

※開催時間は１時間～１時間 30 分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターなどへお問い合わせください。

●森川病院「エンジェル」　☎ 21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00 ～ 17：00

さあ始めよう離乳食教室 ４～５カ月の親子 10 日㈬ 14：00 ～ 定員８人　※予約制　離乳食の始め方

離乳食お悩み相談室 6 カ月以上の親子 24 日㈬ 10：00 ～ 定員３人　※予約制　離乳食を開始している人

赤ちゃんなんでも相談・
はついく測定

29 日㈪ 13：30 ～
13：30 ～ 15：00 の間の都合のつく時間
にお越しください。

●曙保育園「すくすくらんど」　☎ 21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00 ～ 16：00

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児
10 日㈬・17 日㈬・
24 日㈬・31 日㈬

10：00 ～
絵本とおもちゃルーム
親子で好きなおもちゃで遊べます。絵本ボラン
ティア「もこもこ」による絵本タイムもあります。

すくすくひろば 未就園児
15 日㈪・22 日㈪・

29 日㈪
10：00 ～ お正月あそび

●大山田子育て支援センター　☎ 47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 ９日㈫ 10：00 ～ バルーンであそぼう（定員 10 組）※予約受付：12/25 ㈪　9：00 ～

のびっこひろば 未就学児 15 日㈪ 10：00 ～ 親子であそぼう（定員 10 組）※予約受付：1/5 ㈮　9：00 ～

えほんとせいさくのひろば 未就園児 19 日㈮ 10：00 ～
読み聞かせ・カレンダー作り（定員 10 組）
※予約受付：1/12 ㈮　9：00 ～
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まま ちち かか

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。

忍者トレイルランニングレース2023
　11 月４日㈯、伊賀の国大山田温泉さるびのをスタート・ゴール

地点として「忍者トレイルランニングレース 2023」が開催されま

した。

　トレイルランニングとは、近年全国各地で開催されるようになっ

たマラソンと登山の要素を併せ持った競技です。

　この日は、I
い が ご え

GAGOE（ペア）50km、ロング 48km、ショート

22km の３種目に分かれ、合計 722 人のランナーが伊賀の里山を

駆け抜けました。

１．ショート種目のスタートの
様子
２．給水地点で飲み物や食べ物
を補給しました。
３・４．伊賀の自然を感じなが
らゴールをめざすランナー

１．消火訓練に参加する親子
２．毛布と竹を使って応急担架を
作りました。
３．みえ学生防災啓発サポーター
の防災グッズ工作体験
４．安否確認のため、軒先に掲げ
られた黄色い「無事です」タオル

　11 月５日㈰、中瀬小学校をメイン会場に中瀬地域住民自治協

議会との合同で「伊賀市総合防災訓練」を行いました。

　この日は、中瀬地域による伊賀市防災情報アプリ「ハザードン」

を活用した住民への情報伝達訓練と安否確認訓練を行ったほか、

中瀬小学校で救護訓練や消火訓練などを行いました。　

　また、関係機関や災害協定機関などのブースを設置し、防災意

識の向上や自助・共助の強化を図りました。

伊賀市総合防災訓練

１

４３２

１

２ ３ ４

どど 通通 信信

お正月のお餅
ご予約　承ります。

餅
当店には、時計修理技能士 １級眼鏡作製技能士が在籍しております。

未来への約束を、 公正証書が守ります！

伊賀上野公証役場

三重県伊賀市上野丸之内 28 番地　ラフォーレビル3階

電話０５９５－２３－６５４９（上野市駅から徒歩 2 分）

終活

離婚

①遺言、②財産管理等委任契約、③任意後見契約、
④死後事務委任契約、⑤尊厳死宣言

①養育費支払、②財産分与、③年金分割合意など

検索伊賀上野公証役場

　11月６日㈪、JR 新堂駅前に伊賀支所、図書館や金融機関が

入居する複合施設「S
し ん ど う

HINDO Y
ヤ ー ド

ARDS」の開所式が行われました。

　「SHINDO YARDS」は、DMG 森精機株式会社が、地域社

会貢献活動の一環として、連携協定を締結し整備しました。

　市と共同運営する図書館「B
ブ ッ ク マ ー ク

OOKMARK S
ス ト レ ー ジ

TORAGE」は、

カフェとギャラリーが併設され、年末年始を除いて午前９時か

ら午後９時までどなたでも利用できます。

１．三重県産材を中心に
外壁に焼杉を使用した木
造の建物
２．岡本市長ら関係者が
テープカットを行いま
した。
３・４．１階はカフェと
ギャラリー、２階の回廊
の本棚に２万冊の蔵書が
あります。
５．テラス席でくつろぐ
ことができます。

「SHINDO YARDS」開所式

１

２ ３

４ ５
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

○ブラウザでもアプリでも、スマホやタブレットで読める

○読みやすいUDフォントで表示し、サイズも調整できる

○動画や写真も楽しめる

○10言語で読める・聞ける（音声読み上げ対応※）

※【音声読み上げ】ブラウザによっては対応していない場合があるため、

　専用ビューア「Catalog Pocket（カタポケ）」《無料》をご利用ください。

【問い合わせ】　秘書広報課

☎  22-9636　℻  24-7900　 hisho@city.iga.lg.jp

　市消防本部・市消防団による消防出

初式を行います。

【と　き】　１月６日㈯

　　　　　午前 10 時～正午

【ところ】　伊賀市文化会館

　　　　　（西明寺 3240-2）

【問い合わせ】　消防本部消防総務課　

　☎ 24-9100　℻  24-9111

◆普通救命講習Ⅰ

【と　き】　１月９日㈫

　　　　　午前９時～正午

【内　容】

　成人に対する心肺蘇生法、AED の

取り扱い、異物除去法、止血法

【対象者】　市内在住・在勤・在学の小

学４年生以上

◆普通救命講習Ⅲ

【と　き】　１月 20 日㈯

　　　　　午前９時～正午

【内　容】

　乳児（１歳まで）、小児（中学生まで）

に対する心肺蘇生法、AED の取り扱

い、異物除去法、止血法

【対象者】

　市内在住・在勤・在学の中学生以上

【ところ】　消防本部

【定　員】　各先着 30 人

【申込方法】

　申込フォーム・電話

※団体での申し込みは事前

に電話でご相談ください。

【申込期限】　講習日１週間前まで

【申込先・問い合わせ】

　伊賀消防署管理課

　☎  24-9106　℻  24-9111

　 kanri-fd@city.iga.lg.jp

【と　き】　1 月 1 日（月・祝）

○受　付：午前７時 45 分～

○開会式：午前８時 15 分～

○スタート：午前８時 30 分～

※荒天中止

【ところ】

　伊賀の国大山田温泉さるびの

　こころの丘（上阿波 2953）

【内　容】

○マラソン：5km、3.5km

○ウォーキング：2km

※いずれも記録計測は行いません。

【料　金】

　800 円

【定　員】

　先着 600 人

【申込期限】

　12 月 18 日㈪

【申込方法】

　阿波・布引・山田の各地区市民セン

ターにある申込兼払込用紙に必要事項

を記入の上、最寄りの郵便局で払い込

み、または参加料を添えて下記まで

【申込先・問い合わせ】

○阿波地区市民センター

　☎／℻  48-0009

○布引地区市民センター

　☎／℻  47-0928

○山田地区市民センター

　☎／℻  47-1777

【と　き】　12 月３日㈰・17 日㈰

　　　　　午前 10 時～午後４時

【専用ダイヤル】

　☎ 059-224-3114

※相談日当日のみの専用ダイヤルです。

※相談は無料ですが、通話料がかかり

ます。

※相談時間は 30 分程度

【対応者】　弁護士（三重県弁護士会）、

司法書士（三重県司法書士会）

【問い合わせ】

　三重県多重債務者対策協議会事務局

　☎ 059-224-2400

伊賀市消防出初式

定例応急手当講習会申
第 48 回おおやまだ

元日マラソン申
借金のお悩み電話相談

申込フォーム

【掲載料】

　１枠（縦５㎝×横９㎝）：２万円
【申込期限】

　発行日 2 カ月前
【問い合わせ】

　秘書広報課
　☎ 22-9636
　℻  24-7900

「広報いが」広告募集中

【問い合わせ】 

　資産経営課
　☎２２-９６９０　℻  ２４-２４４０

事業で利用・活用する見込みがな
い土地などを、一般競争入札など
の方法により売却・貸付していま
す。最新の物件情報は、市ホーム
ページをご覧ください。 

市有地の売払い・
一時貸付物件のご案内

最新の情報はホームページをご覧ください。

二次元コードから詳しい情報が見られます。

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイズ
を掲載します。

　　　「～そうな」、「～らしい」の

意で用いられる伊賀弁は？
①～だぁこ
②～げな
③～ど
④～わさ（答えは 26 ページ）

伊賀のこと伊賀のこと
もっと

知りた
い！

もっと
知りた

い！

問題

健康・福祉

　認知症の人やご家族、認知症に関心

のある人、地域の人など、誰でも参加

できるカフェです。「認知症について

知りたい」「相談したい」「仲間を作り

たい」という皆さん、ぜひお越しくだ

さい。時間内の出入りは自由です。

※午前 10 時 30 分以降は、簡単な体

操やゲームなどを行います。

◆いがオレンジカフェ

【と　き】　12 月 12 日㈫

　　　　　午前 10 時～正午

【ところ】　ハイトピア伊賀

　　　　　４階ミーティングルーム

【問い合わせ】　地域包括支援センター

　☎ 26-1521　℻  24-7511

◆オレンジカフェあやま

【と　き】　12 月 20 日㈬

　　　　　午前 10 時～正午

【ところ】

　グループホームあやま　サロン施設

　（馬場 1128）

【料　金】

　100 円（お茶・お菓子代）

【問い合わせ】　地域包括支援センター

　東部サテライト

　☎ 45-1016　℻  45-1055

認知症カフェ

情 報【と　き】　12 月 19 日㈫

　　　　　午後１時 30 分～４時

【ところ】　本庁舎　２階会議室 202

【料　金】　200 円（認知症の人は無

料。家族の会会員は 100 円）

※認知症の人が参加する場合は、事前

に連絡してください。

【問い合わせ】　地域包括支援センター

　東部サテライト

　☎ 45-1016　℻  45-1055

認知症の人と家族の会

「伊賀地域つどい・交流会」

子育て・教育

【と　き】　１月 10 日㈬

　　　　　午後１時 30 分～３時

【ところ】

　ハイトピア伊賀　４階多目的室

【内　容】　離乳食前期（１～２回食）

の話・離乳食の調理

【定　員】　先着６人

【持ち物】　母子健康手帳・筆記用具・

エプロン・三角巾・手拭きタオル・託

児に必要なおもちゃ・オムツなど

【申込方法】　住所・参加する保護者と

子どもの氏名・生年月日・電話番号・

託児希望の有無を下記まで

【申込受付開始日】　12 月 14 日㈭

【申込先・問い合わせ】　健康推進課

　☎ 22-9653　℻  22-9666

【と　き】　１月 14 日㈰

　　　　　午前 10 時～ 11 時 30 分

【ところ】

　ハイトピア伊賀　４階多目的室

【対象者】　市内在住の小学生

【定　員】　先着８人

【申込方法】　住所・氏名・学年・電話

番号を下記まで

【申込期間】

　12 月 11 日㈪～１月９日㈫

【申込先・問い合わせ】　多文化共生課

　☎ 22-9702　℻  22-9641

離乳食教室申

英語で楽しく遊ぼう！申

　日本を代表する映

画監督・小津安二郎

の生誕 120 年を記

念 し て、 監 督 作 品

「 晩 春 」（1949 年、

108 分）を上映し

ます。（市教育委員

会後援事業）

【と　き】　12 月 16 日㈯

　午後１時 30 分～（開場：午後１時）

【ところ】　ハイトピア伊賀

　　　　　５階多目的大研修室

【定　員】　先着 100 人

【問い合わせ】

　彼岸花映画祭実行委員会

　☎  090-2619-1226（仲村）

ぐるっと三重

上映キャラバン 2023 in 伊賀市

イベント・講座

◆人権政策課　人権啓発パネル展

　「部落差別（同和問題）」

　「2023 年度人権作品」

【と　き】　12 月１日㈮～ 27 日㈬

【ところ】　本庁舎　３階

　「性の多様性を考える」

【と　き】　12 月４日㈪～ 15 日㈮

【ところ】　阿山支所　１階ロビー

【問い合わせ】　人権政策課

　☎ 22-9683　℻  22-9641

◆寺田市民館　じんけんパネル展

「世界人権宣言」

【と　き】　12 月１日㈮～ 27 日㈬

※開館延長日　12 日㈫、19 日㈫

【ところ】

　寺田教育集会所　第１学習室

【問い合わせ】　寺田市民館

　☎／℻  23-8728

◆いがまち人権パネル展

　「部落差別解消推進法」

【と　き】　12 月５日㈫～ 21 日㈭

※開館延長日　７日㈭、14 日㈭

【ところ】　いがまち人権センター

【問い合わせ】　いがまち人権センター

　☎ 45-4482　℻  45-9130

人権啓発パネル展
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※申マークの記載があるイベントは参加申し込みが必要です。

お知らせ

　（一財）自治総合センターでは、宝く

じの社会貢献広報事業として、宝くじ

の受託事業収入を財源にコミュニティ

助成事業を実施しています。

　この宝くじの助成金により、地域コ

ミュニティ活動の活性化を図るため、

阿保地区住民自治協議会では阿保地区

市民センター内にフルカラー複合機を

整備しました。

【問い合わせ】　青山支所

☎  52-1112　℻  52-2174

コミュ二ティ助成事業　償却資産とは、工場や商店の経営者

や駐車場・アパートを賃貸している人

が、事業のために使用する土地・建物

以外の有形資産をいいます。

　例えば、10kW 以上の太陽光発電

設備は償却資産に該当し、固定資産税

の課税対象となるため、収益の有無に

関係なく申告が必要です。

【対象者】

　市内で事業を行っているすべての法

人・個人

【課税対象】

○構築物（アパートの駐輪場など）

○機械・装置（太陽光発電設備など）

○車両・運搬具

※自動車税・軽自動車税の対象となる

車両は除く。

○工具・器具・備品

【申告書の入手方法】

　対象者には 12 月中旬に申告書を発

送します。届かない場合はご連絡くだ

さい。

　申告書は市ホームページからもダウ

ンロードできます。

【提出方法】

　申告書に必要事項を記入の上、下記

まで。便利な電子申告（e
えるたっくす

LTAX）も

利用できます。詳しくは市ホームペー

ジをご覧ください。

【提出期限】　１月 31 日㈬

※締め切り間際は申告が集中するた

め、早めの申告をお願いします。

【提出先・問い合わせ】　課税課

　☎ 22-9614　℻  22-9618

　政治家は、冠婚葬祭など日常の付き

合いとして一般的なものであっても、

法律で寄附行為が禁止されています。

そのため、伊賀市明るい選挙推進協議

会では「三ない運動」の推進に取り組

んでいます。

　「三ない」とは「政治家は有権者に

寄附を贈らない」、「有権者は政治家に

寄附を求めない」、「政治家から有権者

への寄附は受け取らない」ことです。

　明るい選挙の実現のために、政治家

はもちろん、私たち一人ひとりも認識

を高めましょう。

◆禁止されている寄附行為の例

○町内会の集会や旅行、地域の行事

などへ、寸志や飲食物の差し入れを

する。

○入学、卒業、就職、出産などのお祝

いに金品を贈る。　　　　　　　　

○花輪や供花を贈る。

【問い合わせ】

　伊賀市明るい選挙推進協議会

　（総務課内）

　☎ 22-9601　℻  22-9672

償却資産申告書を

提出してください

12 月は明るい選挙

推進強調月間です

防災・情報アプリ

H
ハ ザ ー ド ン

AZARDONで配信中！

【問い合わせ】

　防災危機対策局
　☎ 22-9640
　℻  24-0444
　 kikikanri@city.iga.lg.jp

○災害緊急情報
○気象情報
○地震情報
○土砂災害情報
○火災情報
○行政情報
○自治協議会・自治会からのお知らせ

ふるさと応援寄附金
返礼品協力事業者を募集しています

【問い合わせ】　地域創生課

　☎ 22-9623　℻  22-9672

　 furusato@city.iga.lg.jp

　市政情報をケーブルテレビ放送

を通じてお伝えしています。

　ケーブルテレビ17チャンネル

（青山は204チャンネル）・地上

デジタル放送121チャンネルで

放送中です。

　番組表は、右の二

次元コードからご確

認いただけます。

行政だより

「ウィークリー伊賀市」

　このシールを貼って
いる人が困って い た
ら、正面からやさしく
声をかけてください。
【問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 22-9634　℻  26-3950

タテ 2.5cm×ヨコ 4cm

「見守り安心シール」を

ご存じですか？

「ヘルプマーク」を
知っていますか？

　　　　　援助や配慮を必要とする
　　　　　人が伝えやすく、支援が
　　　　　できる人が気づきやすく
なる「おもいやりの絆」をつなげる
マークです。

【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻ 22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp

最新の情報はホームページをご覧ください。

二次元コードから詳しい情報が見られます。

◆渡辺真知子・秋川雅史

ハートフルコンサート

　心に残る名曲を

つむぐ渡辺真知子

さんと秋川雅史さ

んの歌声をお楽し

みください。

【と　き】

　２月 12 日（月・祝）　午後４時～

　（開場：午後３時 30 分）

【ところ】

　伊賀市文化会館（西明寺 3240-2）

【出　演】　渡辺真知子さん、秋川雅史

さん、Ｎ響団友ポップスオーケストラ

（16 人編成）

【曲　目】　「かもめが翔んだ日」、「迷

い道」、「千の風になって」ほか

【料　金】　2,000 円（全席指定）

※この公演の入場料は、宝くじの助成

により特別料金になっています。

【販売開始日】　12 月 16 日㈯

〈発売初日〉

　伊賀市文化会館の窓口のみで販売

　（１人４枚まで）

〈発売２日目以降〉

　残席がある場合のみ、青山ホール・

あやま文化センター・電子チケット

teket でも追加販売

※未就学児の同伴・入場はご遠慮くだ

さい。

【問い合わせ】

○伊賀市文化会館　☎  24-7015

○文化振興課

　☎ 22-9621　℻  22-9619

◆手づくり赤飯と冬の味覚

【と　き】　１月 20 日㈯

　　　　　午前 10 時～午後１時

【ところ】

　ハイトピア伊賀　４階調理実習室

【メニュー】　栗の入った赤飯、鮭の

しょうがみそ漬け、里芋のハムコロッ

ケ、野菜とたまごのオムレツ、ニンジ

ンとツナのサラダ

※作った料理は持ち帰ります。

【講　師】　松永　啓子さん

【持ち物】

　米１合・エプロン・三角巾・マスク

【対象者】

　市内在住の料理初心者の男性

【料　金】　500 円

【定　員】　先着 6 人

【申込方法】

　住所・氏名・電話番号を下記まで

【申込受付開始日】　12 月７日㈭

【申込先・問い合わせ】　

　男女共同参画センター　

　☎ 22-9632　℻  22-9666

　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

宝くじ文化公演申 おとこの料理教室申

伊賀市役所 本庁舎

12月のアート情報
本庁舎で下記の展示を行っています

◆４階市民ミニギャラリー

○絵手紙「拝啓芭蕉さん」を育てる会　
作品展

◆１階玄関横

○伊賀市寄贈作品展示
　レリーフ「（通称）マリア像」
　大西　徹山（金次郎）

○いけばな（伊賀華道協会）

※都合により展示物が変わる場合
があります。

※観覧時間は市役所の開庁時間に
準じます。

市民ミニギャラリー展示作品募集中

【問い合わせ】

　美術博物館建設準備室
　☎ 41-0400
　℻  22-9694

◆仕事の時間を減らし、成果を増やすには

～ WLB（ワーク・ライフ・バランス）

を自ら取りに行く～

　市では、子育てや介護を行う家庭を

含むすべての家族を、優しく包み込む

雰囲気のある地域になるように、「伊

賀市まるごとハタラキカタ応援宣言」

を行い、いきいきと働き続けられる職

場づくりに、地域ぐるみで取り組んで

います。この一環としてイクボス講座

を開催します。

　今回は、初心者にもわかりやすい、

業務改善についての実践的な講座で

す。組織の規模や業種に関わらず役立

つ内容をお届けします。

【と　き】　１月 17 日㈬

　　　　　午後２時～４時

【ところ】　ハイトピア伊賀

　　　　　５階多目的大研修室

【講　師】

　NPO 法人ファザーリング・ジャパン 

　理事　川島　高之さん

【対象者】

　部下を持つ人、管理職、総務人事担

当者など

【定　員】　先着 100 人

【申込方法】

　住所・氏名・電話番号を下記まで

【申込期限】

　１月 12 日㈮

【申込先・問い合わせ】　商工労働課　

　☎  22-9669　℻  22-9695

　 shoukou@city.iga.lg.jp

イクボス講座申

新規メンバー随時募集中

【申込先・問い合わせ】

　地域創生課
　☎ 22-9623　℻  22-9672
　 chisou@city.iga.lg.jp

　より良い「伊賀」を創るため、
一緒に活動しませんか。
インスタグラム ID

「igashi_wakamonokaigi」

参加申込フォーム

【問い合わせ】　こども未来課
　☎22-9654　℻  22-9646

子育てに関する手続きや、
気になることなど、気軽に
お問い合わせください。

子育て何でも問い合わせ窓口
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伊賀市の予算執行状況

令和５年度上半期

（９月 30日現在）

区　分 予算現額 収入済額 収入率

市民税 54億7,670万円 25億6,473万円 46.8%

固定資産税 78億4,033万円 55億6,588万円 71.0%

都市計画税 1万円 0 0.0%

軽自動車税 3億7,276万円 3億6,008万円 96.6%

市たばこ税 7億1,847万円 3億 66万円 41.8%

鉱産税 3万円 1万円 33.3%

入湯税 4,100万円 1,400万円 34.1%

合　計 144億4,930万円 88億 536万円 60.9%

■市税の状況

会計名 現在高

一般会計 467億 512万円

特別会計 0

公営企業会計 232億7,177万円

合　計 699億7,689万円

■市債・企業債残高

■一時借入金はありません。

会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

特別会計

国民健康保険事業 92億3,077万円 34億8,014万円 37.7% 35億6,466万円 38.6%

駐車場事業 4,289万円 2,336万円 54.5% 1,398万円 32.6%

介護保険事業 105億1,084万円 48億4,578万円 46.1% 41億3,121万円 39.3%

サービスエリア 797万円 520万円 65.2% 173万円 21.7%

後期高齢者医療 13億5,829万円 4億3,387万円 31.9% 5億 523万円 37.2%

財産区
島ヶ原財産区 2,969万円 1,599万円 53.9% 315万円 10.6%

大山田財産区 1,254万円 1,769万円 141.1% 51万円 4.1%

合計 211億9,299万円 88億2,203万円 41.6% 82億2,047万円 38.8%

■特別会計の執行状況

　市の財政状況を皆さんに知っていただくため、令和

５年度上半期（４～９月）の伊賀市の予算執行状況を

報告します。（９月 30 日現在）

※表示単位未満を四捨五入していますので、予算書の

金額（千円単位）と一致していない場合があります。

区　分 予算現額 収入済額 収入率

市税 144億4,930万円 88億 536万円 60.9%

分担金及び
負担金

6億5,191万円 7,797万円 12.0%

使用料及び
手数料

4億8,514万円 2億5,910万円 53.4%

繰入金 23億3,895万円 0 0.0%

繰越金 20億9,296万円 20億9,296万円 100.0%

諸収入 7億3,155万円 1億6,396万円 22.4%

財産収入 9,071万円 1,833万円 20.2%

寄附金 8億1,005万円 1億 175万円 12.6%

地方譲与税 6億3,099万円 1億9,068万円 30.2%

地方消費税
交付金

24億7,248万円 13億1,671万円 53.3%

地方交付税 102億1,524万円 69億1,017万円 67.6%

国庫支出金 65億8,291万円 23億4,897万円 35.7%

県支出金 34億8,240万円 3億6,445万円 10.5%

市債 44億4,822万円 0 0.0%

その他の
交付金

8億1,515万円 3億5,245万円 43.2%

合　計 502億9,796万円 230億 286万円 45.7%

■一般会計の執行状況

【歳　入】

区　分 予算現額 支出済額 執行率

議会費 2億8,226万円 1億5,092万円 53.5%

総務費 82億2,576万円 23億 748万円 28.1%

民生費 152億 375万円 55億 647万円 36.2%

衛生費 64億2,065万円 14億7,966万円 23.0%

労働費 6,063万円 5,662万円 93.4%

農林業費 23億9,822万円 8億8,076万円 36.7%

商工費 9億7,530万円 2億7,847万円 28.6%

土木費 31億 907万円 8億3,289万円 26.8%

消防費 26億3,263万円 8億9,922万円 34.2%

教育費 46億3,032万円 15億6,880万円 33.9%

災害復旧費 6億9,091万円 9,262万円 13.4%

公債費 56億3,846万円 18億6,839万円 33.1%

予備費 3,000万円 0 0.0%

合　計 502億9,796万円 159億2,230万円 31.7%

【歳　出】

【問い合わせ】　財政課

　☎ 22-9608　℻   24-2440
　 zaisei@city.iga.lg.jp

最新の情報はホームページをご覧ください。

二次元コードから詳しい情報が見られます。

　伊賀市人権学習企業等連絡会（人企

連）は、市内に事業所のある企業や団

体などで構成され、あらゆる差別の撤

廃と、一人ひとりの人権が尊重され、

誰もがその個性と能力を十分に発揮で

きる地域社会の実現を目的に活動して

います。

　人企連の活動を通じてともに学び、

高め合う仲間を募集します。

【実施事業】

　経営者、人事担当者、新入社員など

を対象とした研修会や学習会など

※年会費など詳しくは市ホームページ

をご覧ください。

【問い合わせ】

　伊賀市人権学習企業等連絡会事務局

　（商工労働課内）

　☎ 22-9669　℻  22-9695

◆相続登記・遺産分割登記を進めま

しょう

○相続登記の申請が義務化されます

　令和６年４月１日から、相続（遺言

も含む。）によって不動産を取得した

相続人は、その所有権の取得を知った

日から３年以内に相続登記の申請をし

なければいけません。

　また、遺産分割の話し合いがまとま

り、不動産を取得した相続人は、遺産

分割が成立した日から３年以内に、そ

の内容を踏まえた相続登記の申請をし

なければならないこととされました。

　正当な理由がないのにこれらの義務

を果たさないと、10 万円以下の過料

の対象となります。

○相続手続きに便利！

　「法定相続情報証明制度」

　戸籍などの書類をもとに法務局が法

定相続人を確認し、無料で発行する公

的証明書です。相続登記はもちろん、

預貯金の払戻しや相続税の申告など、

さまざまな相続手続で利用できます。

　戸籍の束を何度も出し直す必要がな

くなり、複数の機関で同時に相続手続

ができます。

○相続した土地を国が引き取る

　「相続土地国庫帰属制度」

　相続または遺贈によって土地の所有

権を取得した相続人が、一定の要件を

満たした場合に、土地を手放して国庫

に帰属させることができる「相続土地

国庫帰属制度」が創設されました。

○預けて安心！

　「自筆証書遺言書保管制度」

　自分で書いた遺言書を法務局で保管

できます。遺言書が発見されなかった

り、書き換えられたりするトラブルを

防ぐことができます。ご自身の財産を

大切な人に確実に引き継ぐためにも、

遺言書を法務局に保管しませんか。

【問い合わせ】　津地方法務局伊賀支局

　☎ 21-0804

伊賀市人権学習企業等連絡会

新規会員募集

あなたと家族をつなぐ

相続登記

　22 ページの答え　

②～げな

　伊賀地域と滋賀県甲賀地域独特
の方言のようです。「～だぁこ」は、
～してください、「～ど」は、「～ぞ」
と同じ、「～わさ」は、～（する）
はずだということを意味します。

※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

　育児休業代替任期付職員とは、育児

休業を取得する市職員の代替として、

当該職員が休業する期間を任期の限度

として勤務する職員です。

　受験資格、申込方法、試験日、試験

内容、採用された場合の勤務条件など、

詳しくは募集要項をご覧ください。　

【募集職種】　事務職、保健師、保育士

【申込期限】

　12 月 25 日㈪　午後５時 15 分

※必着

【採用日】　令和６年４月１日以降

【申込先・問い合わせ】　人事課

　☎ 22-9605　℻  22-9742

　 jinji@city.iga.lg.jp

育児休業代替

任期付職員募集

　露出展示の大溝遺構の凍結による破

損劣化を防止するため、シートで保護

します。このため、12 月 20 日㈬～

３月 20 日（水・祝）の期間は大溝を見学

することはできません。なお、期間中

の毎週金～日曜日は無料で学習館と公

園内を見学できます。

※休園日：毎週月～木曜日、年末年始

（12 月 29 日～１月３日）

【問い合わせ】

○（公財）伊賀市文化都市協会

　☎ 22-0511

○文化財課　

　☎ 22-9678　℻  22-9667

城之越遺跡大溝の

シート養生

　年末年始は、銀行などの金融機関や

コンビニエンスストアを狙った強盗

や、駐車車両に対する車上ねらい・留

守宅を狙った空き巣などの犯罪が多く

発生する傾向にあります。

　犯罪被害を未然に防ぐために、日頃

から防犯意識を強く持ち、次のことに

注意しましょう。

○多額の現金は持ち歩かない

○車から離れるときは必ず施錠する

○車内にかばんなどを放置しない

○家を留守にする際は、確実に施錠を

行い、必要に応じ防犯グッズを活用

する

　また、年末年始は慌ただしく、帰省

する車や初詣客の車など、普段よりも

交通量が増えるため、交通事故が多発

します。時間に余裕を持ち、安全運転・

防衛運転を心掛けてください。

【問い合わせ】

○伊賀警察署　☎  21-0110

○名張警察署　☎ 62-0110

伊賀警察署だより

年末年始の犯罪・交通事故に
注意しましょう！

　　希望される場合はお問い合わせ
ください。　　

【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　 shougai@city.iga.lg.jp

「広報いが」の点字版・録音「広報いが」の点字版・録音

版を発行しています版を発行しています

消費生活相談窓口
悪質商法や契約トラブルなど消費

生活で困った時は、ひとりで悩まず、

消費者ホットライン

まで気軽にご相談ください。
☎188
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セレクション No.44

　ヒルホテルサンピア伊賀は、宿泊施

設、天然温泉、レストラン、宴会場・

会議室、スポーツ施設の運営を行って

います。また、S
サ ラ ヤ

ARAYA グループと

して衛生・環境・健康に貢献する事業

を共に推進しています。

　地域に愛される企業をめざし、お客

様のさまざまなニーズにお答えしなが

らサンピア伊賀ならではのサービスを

提供しており、特に「食」と「健康」

の分野に目を向け、地域事業者と提携

しながらオリジナルの商品の開発と販

売を積極的に進めています。

　伊賀ブランド認定品である伊賀牛と、同じく伊賀とよさ豚を合わせて
肉ダネにした中華まんじゅうです。自社食品加工場で１個１個、手ごね
手包みで製造しています。当商品は、「伊賀牛を手頃に、手軽に」をコ
ンセプトに開発しました。
　伊賀牛のうまさは伊賀の人なら知るところ。そこに伊賀とよさ豚を合
わせることで、肉まんらしい味わい、肉汁のあふれるジューシーさ、そ
して、お求めやすい価格を実現しました。冷凍状態から電子レンジ加熱
90 秒（500W）で食べ頃になるのが実に手軽で、おやつや夜食にでき
るのもうれしいポイントです。伊賀の外にほとんど出回らない希少なブ
ランド肉の肉まんをぜひご賞味ください。

【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻  22-9695

株式会社伊賀
（ヒルホテルサンピア伊賀）
総料理長　原田　正明さん

伊賀牛まん

伊
賀
に
お
け
る
盤
上
の
物
語

〜
将
棋
・
囲
碁
の
普
及
〜

　

こ
こ
数
年
は
藤
井
聡
太
八
冠
の
活
躍
も

あ
っ
て
、
将
棋
ブ
ー
ム
が
到
来
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
将
棋
・
囲
碁
な
ど
の
盤

上
遊
戯
が
大
衆
の
娯
楽
と
し
て
普
及
し
た

の
は
、
江
戸
中
期
以
降
の
こ
と
で
す
。

　

伊
賀
付
の
藤
堂
藩
士
で
あ
っ
た
関
家
に

は
、
人
々
が
盤
上
遊
戯
を
楽
し
む
様
子
を

描
い
た
一
枚
の
絵
が
残
さ
れ
て
い
ま
す

（
写
真
①
）
。
着
物
に
記
さ
れ
た
名
前
か
ら
、

関
家
当
主
と
「
福
井
」
と
い
う
人
物
の
対

局
の
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
背
後
か
ら
盤

上
を
の
ぞ
き
込
む
人
物
に
は
「
米べ

い

中
ち
ゅ
う

」
と

あ
り
ま
す
。
こ
の
米
中
が
、
関
家
に
作
品

を
残
す
松
阪
出
身
の
画
家
、
堀
西
米
中
だ

と
す
る
と
、
対
局
は
米
中
が
伊
賀
で
活
動

し
た
明
治
18

（
１
８
８
５
）
年
頃
の
こ
と

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

対
局
が
囲
碁
な
の
か
将
棋
な
の
か
、
勝

者
が
ど
ち
ら
だ
っ
た
の
か
知
る
由
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
盤
の
奥
に
座
る
女
性
の
表
情

は
実
に
楽
し
げ
で
す
。

　

一
方
で
勝
負
の
行
方
が
は
っ
き
り
と
分

か
る
資
料
も
あ
り
ま
す
。
上
野
相
生
町
の

武
家
屋
敷
「
入
交
家
住
宅
」
に
は
、
将
棋

の
星
取
表
が
襖

ふ
す
ま

の
下
張
り
と
し
て
残
さ
れ

て
い
ま
し
た
（
写
真
②
）
。

　

こ
の
文
書
を
見
る
と
、
入
交
の
ほ
か
に

深
井
・
安
波
と
い
っ
た
藤
堂
藩
士
と
思
わ

れ
る
人
物
ら
が
対
局
を
重
ね
て
お
り
、
時

に
は
棋
力
に
応
じ
た
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ
プ
も

用
い
て
遊
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
江
戸
時
代
の
伊
賀
で
優
れ

た
棋
士
は
誰
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
享
保

２
（
１
７
１
７
）
年
刊
行
の
『
将

し
ょ
う

棊ぎ

図ず

彙い

考こ
う

鑑か
ん

』
に
は
、
初
段
か
ら
七
段
ま
で
全
国

各
地
の
有
段
者
の
名
簿
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
な
か
に
伊
賀
上
野
の
商
人
で

あ
る
菅
谷

（
屋
）

八
郎
兵
衛
・
平
野
谷

（
屋
）

喜
八
郎
（
い

ず
れ
も
初
段
）
の
名
前
が
確
認
で
き
ま
す
。

全
体
と
し
て
武
士
の
有
段
者
が
多
い
な
か

で
、
伊
賀
で
は
町
人
層
に
将
棋
の
達
人
が

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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▲写真①（関家旧蔵）

▲写真②星取表の一部

※赤枠内が入交と安波の対局結果。

ハンデキャップを示す「香落」の

文字が右上部に見える。

コラム

　アンコンシャス・バイアスとは、日本語で「無意

識の偏ったものの見方」のことを言います。他にも

「無意識の思い込み」「無意識の偏見」「無意識バイ

アス」などと表現されることもあります。代表的な

例としては、「男性／女性は、当然〇〇であるべきだ」

などといったものがあります。

　昨年８月に内閣府が行った「性別による無意識の

思い込みに関する調査」によると、「男性は仕事を

して家計を支えるべきだ」、「女性には女性らしい感

性があるものだ」、「女性は感情的になりやすい」と

いった性別による無意識の思い込みに対する考え

について「そう思う」、「どちらかといえばそう思

う」の合計が男女ともに１位から３位という結果で

した。

　アンコンシャス・バイアスは、過去の経験や見聞

きしたことから自然に身についていくものですが、

問題なのは気づかないうちに「普通そうだ」、「こう

あるべきだ」といった「決めつけ」や「押しつけ」

をしてしまうことです。

　アンコンシャス・バイアスがあること自体が問題

ということではありません。しかし、気づかずにい

ると、そこから生まれた言動から相手を知らず知ら

ずのうちに傷つけたり、お互いの信頼関係を損ねた

りします。例えば、性別で任せる仕事を決めつける

ことは、仕事に対するモチベーションを下げること

につながる恐れがあります。私も、知らず知らずの

うちに名前を聞いただけで性別を決めつけているこ

とが以前ありました。

　このような自分の「決めつけ」や「押しつけ」に

気づいたら、ちょっと立ち止まってみてください。

頭ごなしに決めつけないこと、相手を尊重する心を

持つことが大切ではないでしょうか。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

アンコンシャス・バイアスを知っていますか？　－秘書広報課－

　皆さんはウインタースポーツといえば何を思い浮

かべますか。スキーやスノーボードは競技スポーツ

としてだけでなく、冬のレジャーとしても多くの人

が楽しむ身近なものですが、雪国ではない伊賀でも

ほとんどの人が経験したことがある「雪合戦」が競

技スポーツになって

いることをご存じで

しょうか。

　「スポーツ雪合戦」

は北海道発祥で、子

どもから大人まで熱

中できるスポーツと

して国内だけでなく

海外にも広がっています。基本的な動作やルールは

雪合戦と同じで、雪がない場所や屋内でも替わりに

ボールを使って楽しめます。皆さんもこの冬にぜひ

挑戦してみませんか。

◆スポーツ雪合戦の基本ルール

①雪球に当たらない（当たった人はコート外へ出る）

②雪球を１人でも多くの相手に当てる　

③敵陣の旗を取る

④３分３セットマッチ、２セット先取で勝利

　相手チームを全員アウトにするか、相手の陣地に

立てられた旗を抜いた時点でそのセットは勝利。３

分で決着がつかなかった場合は、１人でも多く相手

に雪球を当てたチームが勝ちとなります。
（参考：（一社）日本雪合戦連盟ホームページ）

　詳しくは（一社）日本雪合戦連盟ホーム

ページをご覧ください。

【問い合わせ】　スポーツ振興課

　☎  22-9635　 ℻  22-9694

　 sports@city.iga.lg.jp

ちから

寒い冬もスポーツを楽しもう

雪がなくても雪合戦ができる？
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図書館だより
《問い合わせ》　上野図書館

　☎ 21-6868　℻   21-8999

司書のおすすめ

　「贈りもの」をテーマに、絵本の読み聞かせやミニ

ブックトークをします。その後「ハンドベル体験」で

「きらきらぼし」を演奏します。

【と　き】　12 月 16 日㈯　午後２時～（70 分程度）

【ところ】　上野図書館　２階視聴覚室

【絵本読み手】　ボランティアグループいがぐり、よも

よも、ちいさなねこ、kiko きこ

【対　象】　小学生

※保護者・兄弟同伴可（申込時にお伝えください。）

【定　員】　先着 20 人程度

【申込受付開始日】　12 月７日㈭　午前９時～

【申込方法】　電話または来館

【申込先】　上野図書館

◆「贈りもの」
～おはなし会と「ハンドベル体験」～

図書館（室）からのお知らせ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。
（30 分～１時間程度）

12 月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

９日㈯ 10：30 ～
大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

上野図書館 おはなしの会

14 日㈭ 10：30 ～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

16 日㈯ 10：30 ～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

19 日㈫ 10：30 ～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

20 日㈬ 10：30 ～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

23 日㈯ 10：30 ～ 上野図書館 えほんの泉（kiko きこ）

　伊賀の文化・歴史について、ゆかりの人物を中心に

語ります。

【と　き】　12 月 15 日㈮　午後６時～７時 30 分

【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室

【テーマ】　校歌を創った伊賀の人たち

【講　師】　「佳讃蔵文庫」主　北出　楯夫さん

※ご来場の際は、上野図書館駐車場または、市営上野

公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利用くだ

さい。

　大型紙芝居や大型絵本の読み聞かせの後、オカリナ

やギターの弾き語りによるプチコンサートを行います。

【と　き】　12 月 23 日㈯　午前 10 時～ 11 時 

【ところ】　西柘植地区市民センター　小ホール 

【読み手】　お話の国アリス 

【対　象】　幼児から小学校低学年　※保護者同伴可 

【定　員】　15 組程度

【問い合わせ】　いがまち図書室　☎  45-9122

◆郷土の歴史夜咄会 ◆冬のお話会とプチコンサート

□児童書

『人間になりたかった犬』
今西　乃子／作、福田　岩緒／絵

『赤いめんどり』
アリソン・アトリー／作、青木　由紀子／訳、山内　ふじ江／絵

『ベビーカーぶーぶーぶー』
えがしら　みちこ／作・絵

『まじょのすいぞくかん』
佐々木　マキ／さく

□一般書

『イラスト図解
知っているようで知らない国債のしくみ』

久保田　博幸／著

『多拠点ライフ』　　石山　アンジュ／著

『あふれたまち』
マリアホ・イルストゥラホ／作、鈴木　沙織／訳
　ある朝、どうぶつたちが目を覚ますと、まち

が水びたしになっていました。どうぶつたちは、

そのうちなんとかなる、と気にもしていません

でしたが、水はどんどん増えていって、大きな

問題になっていきます。どうしたら、この問題

を解決できるのでしょうか。

□絵　本

１月の無料相談１月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談

に応じます。
　（年度内１回のみ）

①
11 日㈭

13:00 ～ 16:30 本庁舎　２階相談室３

住民課
① 1/4　8：30 ～受付
② 1/16　8：30 ～受付

※先着６人

22-9638
②

23 日㈫

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制

10 日㈬ 13:00 ～ 16:00
ハイトピア伊賀

４階相談室

人権政策課
※受付期間（12/18 ～ 1/5）

※先着４人
22-9632

法テラス法律相談（弁護士）
＊収入要件あり　※予約制

17 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３
法テラス三重

※受付期限（1/16）
※先着６人

050-3383-
5470

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

10 日㈬ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３ 住民課 22-9638

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制

24 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３
住民課

※受付期間（12/28 ～ 1/22）
※先着 5 人

22-9638

出張年金相談※予約制 19 日㈮ 10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-
9112

外国人のための
行政書士相談
※予約制

４日㈭ 13:30 ～ 16:00
ハイトピア伊賀　４階
多文化共生センター

多文化共生課
※受付期限（12/26）

※先着４人
22-9702

健康相談 26 日㈮ 10:00 ～ 11:00
ハイトピア伊賀

４階ミーティングルーム
健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談

４日㈭

13:30 ～ 15:00

青山文化センター

シルバー人材センター 24-580018 日㈭
※予約制

伊賀市シルバーワークプラザ

人権相談
（人権擁護委員）

18 日㈭ 13:30 ～ 16:00
ハイトピア伊賀
４階相談室３

人権政策課 22-9683

こころの健康相談
※予約制

31 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所 24-8076

常時開設相談常時開設相談 ※相談時間などはお問い合わせください。

相談内容 問い合わせ 電　話

消費生活相談 住民課 22-9626

空き家に関する相談 空き家対策室 22-9676

高齢者の総合相談 地域包括支援センター 26-1521

女性相談　※予約優先

こども未来課 22-9609
家庭児童相談　※予約優先

母子・父子自立相談
※予約優先

こどもの発達相談 こども発達支援センター 22-9627

相談内容 問い合わせ 電　話

障がい者の総合相談
障がい者相談
支援センター

26-7725

ふれあい相談（教育相談） 教育研究センター 21-8839

青少年相談 青少年センター 24-3251

若者の就労相談
※予約優先

いが若者サポート
ステーション

22-0039

雇用・労働相談 商工労働課 22-9669

生活にお困りの方の相談 生活支援課 22-9650

人権相談 人権政策課 22-9683

※ハイトピア伊賀駐車場は有料です。
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○総数　86,157 人　○世帯数　40,588 世帯

○男　42,367 人　　○女　43,790 人
伊賀市の人口・世帯数
令和５年 10 月 31 日現在

12 月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5 時～翌日午前 8 時 45 分
土・日・祝日：午前 8 時 45 分～翌日午前 8 時 45 分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45 分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8 時 45 分

二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院　☎ 24-1111

　名張市立病院　☎ 61-1100

　岡波総合病院　☎ 21-3135

·各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに

基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

·伊賀市応急診療所（一次救急）

【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上之庄 1700-1　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11 時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11 時
※受付は診療終了時刻の 30 分前までです。
※各種感染症検査（インフルエンザ・新型コロナウイルスなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

· 伊賀市救急・健康相談ダイヤル 24

☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

·三重県救急医療情報センター

☎ 059-229-1199
受診できる医療機関をご案内（24 時間）

◆レスパイトケアでリフレッシュ

　皆さんはレスパイトケア入院を知っていますか？

レスパイトとは、「休息・息抜き」という意味です。

在宅で介護を担っている家族などが日々の介護に疲

れを感じ、介護力の限界を超え、介護不能となるこ

とを予防するための入院をレスパイトケア入院とい

います。

　当院では、介護者の休息のほか、病気、入院、出

産、冠婚葬祭、旅行などで一時的に在宅介護が困難

になる家族などを支援するため、また在宅医療を支

えるため、地域包括ケア病棟でレスパイトケア入院

を受け入れています。

　ショートステイとは異なり、病状は安定している

ものの在宅で医療機器などを使用している人、何ら

かの医療的処置を要する人など、常時の介助を必要

とする人が対象です。

　まずはかかりつけ医やケアマネジャー、訪問看護

師にご相談ください。当院で対応可能となれば「レ

スパイトケア入院申込書」と必要書類を地域医療

連携室までファックスまたは郵送してください。

　入院可能な場合は当院から申込者へ連絡し、入院

期間などについてご相談させていただきます。詳し

くはお問い合わせください。

【問い合わせ】　地域医療連携室

　☎  24-1111（代表）　℻  41-0068

上野総合市民病院だより

広報いがをスマホでチェック

日 月 火 水 木 金 土
１

　上野

２

　名張
３

岡波・名張

４

　岡波

５

　名張

６

　岡波

７

　名張

８

　上野

９

　上野
10

　岡波

11

　岡波

12　

　上野

13

　岡波

14

　名張

15

　上野

16

　名張
17

岡波・名張

18

　岡波

19

　名張

20

　岡波

21

　名張

22

　上野

23

　上野
24

　岡波

25

　岡波

26

　上野

27

　岡波

28

　名張

29

　上野

30

　上野
31

岡波・名張

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。


